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２ リスクとは 

 
（１）用語の定義 

平成 18 年３月に公表された「危険性又は有害性等の調査等に関する指針」で

は、用語を次のとおり定義しています。 
 
 

危険性又は有害性によって生ずるおそれのある負傷又は疾病の重篤度

及び発生する可能性の度合 
 
 

建設物、設備、原材料、ガス、蒸気、粉じん等による、又は作業行動そ

の他業務に起因する危険性又は有害性 
【危険性の分類例】 

● 機械等による危険性 
● 爆発性の物、発火性の物、引火性の物、腐食性の物等による危険性 
● 電気、熱その他のエネルギーによる危険性 
● 作業方法から生ずる危険性 
● 作業場所に係る危険性 
● 作業行動等から生ずる危険性 

【有害性の分類例】： 
● 原材料、ガス、蒸気、粉じん等による有害性 
● 放射線、高温、低温、超音波、騒音、振動、異常気圧等による有害

性 
● 作業行動等から生ずる有害性 
 
なお、「危険性又は有害性」とは、労働者に負傷又は疾病を生じさせる潜

在的な根源であり、ISO（国際標準化機構）、ILO（国際労働機関）等にお

いては「危険源」、「危険有害要因」、「ハザード（hazard）」等の用語で表

現されているものであることとしています。 
 
 

事業場の建設物、設備、原材料、ガス、蒸気、粉じん等による、又は作

業行動その他業務に起因する危険性又は有害性等の調査 
 
 

「リスク」 

「危険性又は有害性」 

「調 査」 
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（２）間違えやすい用語の意味 

危険性又は有害性 ・・・・・・・・ 
（ハザード） 
 

労働者に負傷又は疾病を生じさせ

る潜在的な根源 

危険性又は有害性等 ・・・・・・・ 
（リスク） 
 

ケガ（疾病）の重篤度とそのケガ

（疾病）が生じる可能性の組み合

わせ 
危険性又は有害性等の調査 ・・・・ 
（リスクアセスメント） 
 

リスクを事前に評価すること 

 
（３）危険性又は有害性とリスクの違いとは 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

危険性又は有害性          リ ス ク 
 

図２－１ 危険性又は有害性とリスクの違い 
 
左の図はライオンがいるという危険性（ハザード）はありますが、人がいない

ためライオンによる災害には結びつきません。しかし、右の図のように、そこに

人がいるということでライオンに襲われケガをするという災害発生の可能性が生

じます。これが「リスク」であり、「危険性又は有害性」とは明確に区別して理

解する必要があります。 
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３ リスクアセスメント導入による効果 

 
（１）職場のリスクが明確になります 

職場の潜在的な危険性又は有害性が明らかになり、危険の芽（リスク）を事前

に摘むことができます。 
 

（２）リスクに対する認識を共有できます 
リスクアセスメントは現場の作業者の参加を得て、管理監督者とともに進める

ので、職場全体の安全衛生上のリスクに対する共通の認識を持つことができるよ

うになります。 
 

（３）安全対策の合理的な優先順位が決定できます 
リスクアセスメントの結果を踏まえ、事業者はすべてのリスクを低減させる必

要がありますが、リスクの見積り結果等によりその優先順位を決めることができ

ます。 
 

（４）残留リスクに対して「守るべき決めごと」の理由が明確になります 
技術的、時間的、経済的にすぐに適切なリスク低減措置ができない場合、暫定

的な管理的措置を講じた上で、対応を作業者の注意に委ねることになります。こ

の場合、リスクアセスメントに作業者が参加していると、なぜ、注意して作業し

なければならないかの理由が理解されているので、守るべき決めごとが守られる

ようになります。 
 

（５）職場全員が参加することにより「危険」に対する感受性が高まります 
リスクアセスメントを職場全体で行うため、他の作業者が感じた危険について

も情報が得られ、業務経験が浅い作業者も職場に潜在化している危険性又は有害

性を感じることができるようになります。 
 

（６）費用対効果の観点から有効な対策が実施できます 
リスクアセスメントにおいて明らかになったリスクやその低減措置ごとに緊急

性と人材や資金など、必要な経営資源が具体的に検討され、費用対効果の観点か

ら合理的な対策を実施することができます。 
 


